
第６号議案 

２０２６年度一宮市学校給食方針について 

２０２６年度一宮市学校給食方針について、別紙案を添えて教育委員会の審議に付し

ます。 

令和８年２月１３日 

一宮市教育委員会 

教育長 高 橋 信 哉 

提案理由 

２０２６年度一宮市学校給食方針を定めるため、本案を提出します。 
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１ 学校給食方針 

成長期にある児童生徒の心身の健全な発達のため、栄養バランスのとれた魅力ある学校給食

を提供します。 

学校給食を通じて、食に関する正しい知識や望ましい食習慣、食事マナーを身につけるとと

もに、正しい知識や情報に基づき、食の安全性について自ら考えようとする態度を養う等、生

涯にわたって健康で生き生きとした生活を送るための基礎を培います。 

 また、地場産物の活用や郷土料理等を取り入れた給食を提供します。 

＜重点目標＞ 

○ 栄養バランスのとれた魅力ある学校給食を提供し、健康の保持増進を図ります。 

○ 安全で、安心して食べることができる学校給食を提供します。 

○ 地元や近隣地域の産物を日常の献立に積極的に活用します。 

○ 学年に応じて、学校給食を生きた教材とした食に関する指導を行います。 

２ 給食計画

(１) 学校給食実施期間 

小学校・中学校 

２０２６年４月１０日から２０２７年３月２３日まで 

１学期     ４月１０日から ７月１６日まで 

２学期     ９月 ２日から１２月２２日まで 

３学期     １月 ８日から ３月２３日まで 

      ※２０２６年度から、１学期の給食開始日を始業式の翌日とします。 

(２) 学校給食回数

小学校・中学校 １８７回 

〔月別内訳〕   

１学期 小学校・中学校 

６６回 

２学期 小学校・中学校 

７３回 

３学期 小学校・中学校 

４８回 

４月 １４回 ９月 １８回 １月 １５回 

５月 １８回 １０月 ２１回 ２月 １８回 

６月 ２２回 １１月 １８回 ３月 １５回 

７月 １２回 １２月 １６回   
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(３) 学校給食内容 

学校給食法に基づき、米飯・パン・めん、牛乳及びおかずを提供する「完全給食」としま

す。 

共同調理場と単独調理場それぞれの特性を活かすため、学校給食共同調理場（小学校）、学

校給食共同調理場（中学校）、単独調理場（小学校）、単独調理場（中学校）の４種の献立を

提供します。 

① 主食 

〔主食別 提供回数〕   

 米飯 パン めん 

共同調理場 

（一宮地区） 

小学校 １４６回 ２１回 ２０回 

中学校 １４６回 ２１回 ２０回 

単独調理場 

（尾西地区・木曽川地区）

小学校 １４６回 ２３回 １８回 

中学校 １４６回 ２３回 １８回 

   〔主食別 提供回数（１週間あたり）〕    ※四捨五入の関係で合計に端数が出る場合があります。 

 米飯 パン めん 

共同調理場 

（一宮地区） 

小学校 ３．９０回 ０．５６回 ０．５３回 

中学校 ３．９０回 ０．５６回 ０．５３回 

単独調理場 

（尾西地区・木曽川地区）

小学校 ３．９０回 ０．６１回 ０．４８回 

中学校 ３．９０回 ０．６１回 ０．４８回 

② 牛乳 

２００m1生乳（殺菌・冷却・びん詰） 

③ おかず 

主菜・副菜・デザート等（随時） 

(４) 学校給食費（２０２６年度改定）

小学校  ５，６３０円/月    

    中学校  ６，４７０円/月  

※２０２６年度から月額制とします。 
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(５) 学校給食調理場対象校と対象食数 

 共同調理場 

対象校 

南部学校給食共同調理場 北部学校給食共同調理場 東浅井給食センター 

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 

丹陽小 丹陽中 神山小 中部中 宮西小 北部中 

丹陽西小 大和中 大志小 南部中 貴船小 葉栗中 

丹陽南小 萩原中 向山小 西成中 葉栗小 浅井中 

大和東小 千秋中 西成小 西成東部中 浅井南小 北方中 

大和西小 大和南中 瀬部小  浅井北小 今伊勢中 

萩原小  赤見小  北方小 奥 中 

中島小  浅野小  今伊勢小  

千秋小  富士小  奥 小  

千秋南小  末広小  今伊勢西小  

大和南小  西成東小  葉栗北小  

千秋東小    浅井中小  

１１校 ５校 １０校 ４校 １１校 ６校 

対象食数                               （見込み） 

調 理 場 別 小学校 中学校 計 対象食数 

南部学校給食共同調理場 １１校 ５校 １６校 ７，６４９食 

北部学校給食共同調理場 １０校 ４校 １４校 ７，３０５食 

東浅井給食センター １１校 ６校 １７校 ８，３４８食 

計 ３２校 １５校 ４７校 ２３，３０２食 
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② 単独調理場 

対象校 

小   学   校 中 学 校 

起 小 朝日西小 黒田小 尾西第一中 

三条小 開明小 木曽川西小 尾西第二中 

小信中島小 大徳小 木曽川東小 尾西第三中 

朝日東小   木曽川中 

１０校 ４校 

対象食数                               （見込み） 

小学校 中学校 計 対象食数 

 １０校  ４校  １４校 ７，５１４食 

(６) 学校給食費徴収業務及び学校給食用物資調達業務 

① 共同調理場 

給食費徴収業務及び給食用物資調達業務を一般財団法人一宮市学校給食会が行います。 

② 単独調理場 

給食費徴収業務及び給食用物資調達業務の一部（支払い・物資選定）を一般財団法人一

宮市学校給食会が行います。 

(７) 各種業務の委託 

① 共同調理場 

南部及び北部学校給食共同調理場は、調理業務、洗浄業務及びボイラー管理業務並びに

配送業務を民間業者に委託します。 

東浅井給食センターは、維持管理業務、運営業務及び配送業務を一括して民間業者に委

託します。 

② 単独調理場 

小学校８校及び中学校４校の調理業務及び洗浄業務を民間業者に委託します。 
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(８) 学校・家庭・地域との連携 

① 学校給食献立予定表・給食だよりの配布 

栄養指導と食生活の改善のため、学校給食献立予定表や給食だよりを配布します。 

② 学校給食試食会への協力 

随時、行います。 

③ 学校給食献立の募集 

「あったらいいな！こんな給食」と題して学校給食献立を募集します。上位入賞者の献

立は、学校給食で提供します。 

④ 全国学校給食週間記念事業の開催 

１月２４日から１月３０日の全国学校給食週間の期間中に、「市長・教育委員と児童の給

食交歓会」事業、「学校給食レストラン」事業を開催します。 

また、２０１３年１月３０日にイタリア共和国トレビーゾ市と友好都市提携を結んだ記

念として、１月にイタリアにちなんだ学校給食を提供します。 

(９) 調理場施設設備・厨房機器の改善 

南部及び北部学校給食共同調理場、単独調理場の老朽化が進んでいます。このため、これ

らの調理施設をできる限り有効に活用するため、各調理施設の厨房機器の更新等を実施しま

す。主なものは、次のとおりです。 

南部学校給食共同調理場 

・システム食器洗浄機を修繕します。 

北部学校給食共同調理場 

 ・冷凍庫を入れ替えます。 

単独調理場 

・朝日東小と尾西第二中の調理場で冷蔵庫を入れ替えます。 

・開明小の調理場でフードスライサーを入れ替えます。 

・木曽川西小の調理場でコンベクションオーブンを入れ替えます。 

・木曽川東小の調理場でガス回転釜を入れ替えます。 

(10) セレクト給食の実施 

１、２学期にセレクト給食を実施します。 

(11) 地場産物を活かした給食の提供 

地元や近隣地域の産物を日常の献立に積極的に活用します。 

地元農産物を活用するため、「一宮を食べる学校給食の日」を実施します。 

愛知県が主催する「愛知を食べる学校給食の日」を実施します。 
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(12) アレルギー対応 

食材には、くるみ、そば、落花生を使用しません。週に１回程度、えび、かに、小麦、卵、

乳を含まない（ただし、調味料にはこれらを含むことがある）献立を提供します。 

東浅井給食センターでは、卵・乳の除去食を提供します。 

(13) 食の安全対策 

食に対する不信や不安に対応するため、物資選定の際に原産地や製造場所等の確認を行い、

安心して食べられる給食を提供します。 

食品等の自主検査、薬剤師会による衛生検査及び一宮市保健所による食品衛生監視を実施

するとともに、調理従事者の研修会を開催して衛生管理意識の高揚に努めます。 

給食食材への放射能検査を「地方自治体の検査計画について（２０１２年３月１２日厚生

労働省）」に基づく対象１７都県で生産された青果物等及び国内産きのこ類を対象にして実施

し、市ウェブサイトで公表します。 

(14) 食育の推進 

食に関する正しい知識やその大切さを指導することで望ましい食習慣が身につくように、

動画配信・資料提供等により食育を推進します。 

日本の伝統的な食文化を継承する等のねらいをもった４つのテーマ献立（まごわやさしい

献立※、だしを味わう日、旬を味わう日、正しいはしづかいの日）を毎月実施します。 

※ まごわやさしい献立 ……… 健康に良いとされている豆・豆製品、ごま等の種実類、わかめ等の海藻類、 

野菜、魚、しいたけ等のきのこ類、いも類を食材に用いた献立     

３ 給食調理施設の更新 

南部及び北部学校給食共同調理場、単独調理場の老朽化が進んでおり、給食調理施設の更新

は喫緊の課題です。「一宮市学校給食調理場整備基本構想（２０１７年３月策定）」等に基づき、

２０２４年９月に供用を開始した東浅井給食センターに次ぐ、新たな共同調理場の整備を進め

ます。 



                                第７号議案 

２０２６年度一宮市社会教育方針について 

２０２６年度一宮市社会教育方針について、別紙案を添えて教育委員会の審議に付し

ます。 

令和８年２月１３日

一宮市教育委員会   

教育長 高 橋 信 哉 

提案理由 

２０２６年度一宮市社会教育方針を定めるため、本案を提出します。 



２０２６年度 

一 宮 市 社 会 教 育 方 針

一 宮 市 教 育 委 員 会
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私たちを取り巻く社会は、少子化による人口減少と同時に、医療技術の進化・介護

環境の整備により長寿命化も進み、「人生 100 年時代」が到来すると言われている。 

近年、ICT（情報通信技術）の発達は目覚ましく、まだ記憶に新しい新型コロナウイ

ルス感染症による社会経済活動の制限を経て、飛躍的にデジタル化が進んだ結果、多

くの情報が端末を通して手に入れることができるようになったが、その一方で、人と

人との関わりが希薄化し、地域のコミュニティも失われつつある。そのため「超スマ

ート社会 Society5.0※1」の実現が期待され、持続可能な社会の創り手を育成するため

に、時代に対応した学習活動を推進し、個々の能力を発揮できる環境整備とともに人

と人とのつながりを持つ場の提供が重要視されてきている。 

このような背景のもと「ウェルビーイング※2」の実現のために一人ひとりの心身・社

会との関わりが、持続的に良好な状態であるための施策が求められている。 

本市社会教育行政は、「持続可能な開発目標」（SDGs）の達成と生涯学習社会の実現

に向けて、市民一人ひとりの学習活動を支援するとともに、学校・家庭・地域との連

携・協働によるひとづくり・つながりづくり・地域づくりを進めるため、次の目標を

定め、諸活動を展開する。 

※1仮想と現実を高度に融合させたシステムによる経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会

※2身体的・精神的・社会的に満たされ、良好で充実した状態を指す概念 

重  点  目  標 

１ 一人ひとりの生涯学習を大切にするまちづくり 

２ やすらぎとぬくもりにあふれた魅力ある地域づくり 

３ 個人の能力が生かせる男女共同参画社会づくり 

４ 思いやりと強いきずなで結ばれた温かい家庭づくり 

５ 自然と芸術・文化に親しむ心豊かな人づくり
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事  業  計  画 

１ 成人教育           関連するＳＤＧｓ

時代に即した学習機会の提供と市民の自主的な活動の活性化をめざし、次の諸活

動を展開する。 

 (1) 学習活動の推進 

① 成人教養講座（対面講座、オンライン講座） 

② デジタルスキル習得講座 

③ 市民大学公開講座 

④ 講座等の動画配信（YouTube「いちのみや生涯学習チャンネル」） 

だれでも先生動画の募集 

(2) グループ・団体の育成・支援 

① 一宮市小中学校ＰＴＡ連絡協議会の支援 

② 一宮市地域女性団体連絡会及び地域女性団体の育成 

  女性団体による講演会の開催 

  (3) 指導者層の拡充 

講師依頼実績の調査・把握 

(4) その他 

自主的な活動の奨励及び学習資料の提供 

２ 家庭教育 関連するＳＤＧｓ

家庭教育機能の低下が問われている今日、家庭における家族一人ひとりの果たす

役割は極めて重要である。そこで、家庭教育基盤の回復を図るため、思いやりと強

いきずなで結ばれた温かい家庭の確立、そしてその輪を地域社会に大きく広げてい

くことをめざし、次の諸活動を展開する。 

(1) 家庭教育推進協議会の開催 

(2) 家庭教育支援ボランティアの養成 

家庭教育支援ボランティア養成講座の開催 

(3) 学習活動の推進 

① 家庭教育推進事業 

赤ちゃんセミナー、幼児期家庭教育セミナー、 

小中学生の保護者セミナー、孫育て応援セミナー 

② 家庭教育支援事業 

フレッシュママ交流会、フレママひろば、ステップアップママひろば、 

ぴよぴよらんど 
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３ 青少年教育           関連するＳＤＧｓ

青少年期は心身の成長発達、人格形成のうえから極めて重要な時期といえる。ま

た、昨今の不安定な社会情勢のなかで、次代を担う青少年には大きな期待が寄せら

れている。こうした背景を踏まえ、体験学習や実践活動を通して人間性や社会性を

養い、豊かな創造力とたくましい行動力、自主・自立と公共の精神に満ちた思いや

りの心あふれる青少年の育成のために、関係各機関との連携を密に、次の諸活動を

展開する。 

(1) 青少年の学習活動 

① 青年対象セミナー 

  ユースプラスセミナー 

② 子ども教室 

いちラボチャレンジ 

(2) 自主的な青少年活動の育成・支援 

① 青少年グループの育成・支援 

② 青年のつどい 

(3) 放課後等の学習・体験活動支援 

① 放課後子ども教室事業 

② 地域学校外活動推進事業 

③ 子ども情報紙「キッズ i」の発行 

４ 文化・レクリエーション活動    関連するＳＤＧｓ

自らが興味を持って積極的に活動できる文化・レクリエーション活動を奨励し、

振興を図っていくことは、文化面のみならず、人的交流を通した個性あふれる魅力

ある地域づくりといった面からも重要となっている。 

現代社会における市民の高い学習意欲に応えるべく優れた芸術文化や伝統芸能

などを鑑賞する機会・情報を提供するとともに、文化･レクリエーションに関する学

習、発表などの活動を促進するために、次の諸活動を展開する。 

(1) 文化・レクリエーション活動の奨励 

① 一宮市美術展 

② 愛知県文化協会連合会事業への参加奨励 

(2) 文化活動事業・レクリエーション事業の委託 

① 文化活動事業 

［一宮市芸術文化協会へ委託］ 

一宮市芸術祭、文化講演会、民俗芸能のつどい、講習会、文化教室、市民

文芸集・文化情報紙の発行 

② レクリエーション事業 
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［一宮市レクリエーション協会へ委託］ 

一宮市レクリエーション大会、種目別大会、展示発表会、レクリエーショ

ン教室 

(3) 団体の育成 

① 一宮市芸術文化協会の組織の充実 

② 一宮市レクリエーション協会の組織の充実 

５ 公民館活動         関連するＳＤＧｓ

公民館は、地域における社会教育の機会と場を提供するとともに、時代に合った

学習活動を支援する拠点である。公民館活動のさらなる充実と、学びを通じた地域

づくりを推進するため、次の諸活動を実施する。 

(1) 公民館活動の充実 

①  連区公民館長会の開催 

②  指導者層の拡充 

ア 連区公民館長の研修会 

イ 公民館主事の資質向上 

公民館主事等社会教育担当者研修会等各種研修会への参加 

③  公民館運営審議会の設置 

(2) 中央公民館事業 

地区公民館相互の連携調整に関する事業 

ア 公民館指導者研修会の開催 

イ 公民館全体研究集会の開催 

(3) 地区公民館事業 

①  地区公民館事業 

ア 魅力ある地域づくり事業 

まちづくり、世代間交流、地域の歴史・文化、コミュニティづくり、ボ

ランティア活動に関する各事業 

イ 家庭・青少年学習事業 

青少年対象の体験活動・ボランティア体験、親子で参加できるふれあい

活動、その他青少年や家庭教育に関する各事業 

ウ 成人・高齢者学習事業 

成人・高齢者対象の教養講座、趣味教室、専門講座、講演会、その他の

学習活動 

エ 女性学習事業 

女性対象の教養講座、趣味教室、専門講座、講演会、その他の学習活動 

オ 学習発表会事業 

作品発表会（文化祭、作品展等）、芸能発表会（芸能祭等）、公民館まつ

り等 

カ 体育レクリエーション事業 

地区運動会・体育祭及びそれに準ずる活動、生涯スポーツ活動、レクリ
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エーション活動、その他の学習活動 

②  グループ活動の奨励・指導助言 

③ 施設・設備の整備充実 

６ 生涯学習センター事業      関連するＳＤＧｓ 

市内全域を対象とした生涯学習の拠点として、市民の多様な学習ニーズに対応す

る場及び機会の提供を図るため、次の諸活動を展開する。 

(1) 尾西生涯学習センター 

① 講座の開催 

教養講座、生活講座、趣味講座 

② 施設・設備の維持管理 

(2) 尾西南部生涯学習センター 

① 講座の開催 

教養講座、生活講座、趣味講座、健康講座 

② 施設・設備の維持管理 

７ 社会教育推進体制の充実     関連するＳＤＧｓ

社会教育に関する各種施策の充実を図り、総合的かつ効果的に展開していくため、

社会教育委員で構成される、教育委員会の諮問機関を設置するとともに、職員の資

質向上に向け、次の諸活動を展開する。 

(1) 社会教育審議会の開催 

(2) 社会教育委員の研修と調査研究の支援 

愛知県社会教育委員連絡協議会主催の研修会等への参加、社会教育関係研

修情報の提供 

(3) 職員の資質向上 

社会教育推進に関する各種研修会への参加 

８ 地域学校協働活動の推進     関連するＳＤＧｓ

学校と地域の連携・協働により社会全体で子どもを守り育てる環境を整備し、地

域一体となって学び合い支え合う地域コミュニティづくりを推進するため、次の諸

活動を展開する。 

(1) 地域コーディネーター研修等への参加

(2) 関係機関との連携強化や広報、情報共有 

学校運営協議会、地域学校外活動推進協議会、地区公民館、地域づくり協議
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会等 

９ その他              関連するＳＤＧｓ 

社会教育の充実を図るため、次の諸活動を展開する。 

(1) 社会教育関係資料の収集と提供 

(2) 自発的な各種教育活動への後援 

(3) 関係機関との連携・協働 

(4) 学習成果を生かす機会の充実 

(5)  シン学校プロジェクト事業との連携 



第８号議案 

一宮市教育委員会後援名義の使用について

一宮市教育委員会後援名義の使用について、別紙のとおり申請がありました

ので、教育委員会の審議に付します。 

令和８年２月１３日

一宮市教育委員会   

教育長 高 橋 信 哉 



一宮市教育委員会後援名義使用許可基準 

（許可基準） 

第２条 後援名義の使用の許可は、次の各号のいずれかに該当する事業に対して行うものとする。 

(1) 国、愛知県若しくは一宮市が主催し、又は後援する事業 

(2) 学校又は学校の連合体が主催する事業 

(3) 市内の公共的団体及びこれに加盟している団体が主催する事業 

(4) 公益法人及びこれに準ずる団体（宗教法人を除く。）が主催する事業 

(5) 次に掲げる団体等が主催する事業で、その内容（入場料、場所、事業内容等）が適当と認められ

る事業 

ア 市内の教育関係団体 

イ 報道機関（新聞社又は放送局） 

ウ 国、愛知県又は一宮市が補助等をしている団体 

(6) 過去において、教育委員会が後援した実績のある事業 

(7) 前各号に掲げる事業のほか、教育委員会が適当と認めた事業 

２ 前項の規定にかかわらず、当該事業が次の各号のいずれかに該当する場合は、後援名義の使用を許

可しないものとする。 

(1) 営利を目的として行われる事業 

(2) 特定の政党又は宗教団体が主催する事業 

(3) 教育の中立性を損なうおそれのある事業  

(4) 会員制又は会員勧誘を前提とした事業 

(5) 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれのある事業 

(6) 市内全域を対象としない事業 

(7) 一宮市暴力団等の排除に関する条例（平成 23年一宮市条例第 24号）第 2条第 1項第１号に規定

する暴力団又は同項第 2号に規定する暴力団員若しくはこれらと密接な関係を有する者が主催し、又

は関与すると認められる事業 

(8) 前各号に掲げる事業のほか、教育委員会が支障があると認めた事業



一宮市教育委員会後援名義使用許可申請 
                      （総務課）

- 1 - 

受付 

番号
申請者 事業名 内容 実施日 開催場所 参加料 

許可 

基準

36 

ツナガルヒツジ 

代表 

大西
おおにし

 なみ 

ひつじの学校 

ひつじに関する手仕事

の体験プログラム。毛刈

り、染色、糸紡ぎ、ヒツ

ジ料理等の体験。 

2026年4月26

日(日)～ 

12月24日(木)

エコ建築考

房、森保染色

株式会社 

1 回につ

き 

親子

5,500円 

子供1人

追加につ

き 

2,000円 

大人

3,000円 

(7) 


